
気
軽
・
身
近
・
親
身
な
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

『
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
』

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
認
定

ま
で
に
は
至
ら
な
い
高
齢
者
お
よ
び
そ
の

家
族
等
を
対
象
に
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

関
す
る
相
談
を
受
け
、
総
合
的
な
介
護
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
を
受
け
、
一
緒
に
考
え
る
と
と
も

に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
、「
生

活
を
支
え
る
こ
と
」
「
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
」
を
最
大
の
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
悩
み
を
解
決
し
て
、
は
つ
ら
つ

人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

固
介
護
支
援
課

容一
’一

・
7
3
4
3

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は

「
基

幹
型

在
宅
介
護
支

援
セ
ン

タ
ー
」
を
介

護
支
援
課
内

に
設

置
し

、
「
地
区

在

宅
介
護

支

援
セ
ン

タ
ー
」
十

一
ヵ
所

と
連
携

し
な

が
ら
、
全

体
的
な
業
務
の
推

進
を
図

っ
て

い
ま
す

。

各

在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
に

は
、
看
護

師
や
社
会

福
祉
士
等
の

専
門
職
を
配
置
し

、
相

談
は
直
接

セ
ン

タ
ー
を
訪

ね
た
り
、
電
話
で

す

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
セ

ン
タ
ー
職
員

が
ご

家
庭
を
訪
問
し

、
相

談
を
お
受
け

し
ま
す

。

◆
開
設
時
間

原
則
と
し

て
、
平
日

の
午
前
９

時
～
午
後

５
時
で
す
。
緊
急
の
場

介
護
予
防
教
室
の
講
義
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
高
齢

者
や
そ
の
家
族

合
は

、
そ

れ
以

外
の
時
間
で

も

ご
相

談
を
お
受

け
し
ま
す

（
基

幹
型

と
矢

切

で
は

、
午

後
５

時
以

降
の
対
応
は
で
き

ま
せ

ん
）
。

【
相

談

事

業

】

公
的

な
保
健
福
祉
サ

ー
ビ

ス

等

の
利
用

手

続
き

代
行

、

精
神

的
な
悩
み
や
孤
独
感

か

ら

の
相

談
と
生
活
相
談
、
虐

待

・
介

護

放
棄

等

の
相

談
、

家

族
介

護

の
指
導

・
助

言
、

地
域

サ
ー
ビ
ス

（
ふ
れ
あ

い

会
食
会
等

）
や
民
間
サ

ー
ビ

ス

ー
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど

の

紹
介

、
介

護
保
険
制
度
や
サ

ー
ビ
ス
利
用

方
法
の

ご
案
内

な

ら
び
に
そ
れ
ら
に
関
す

る

苦
情

の
相

談

【
介

護

予

防

事

業

】

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、

介
護
予
防
事
業
に

も
力

を
注

い
で

い
ま
す

。

介
護
予
防

教
室

は
、
転
倒
骨
折

予
防
教
室

・
痴
呆

介
護

教
室
等
を

実
施
し
、
要
介
護
状

態
に
な
る
こ

と
な
く
、
健
康

で
生

き
生
き
と
し

た
老
後

の
生
活

が
送
れ
る
こ

と
を

目
指
し
、
開
催
し
て

い
ま
す

。

各
地
区

の
介
護

予
防
教
室
に
つ

い
て
は

、
「

広
報
ま

つ

ど
」
で

お

知
ら
せ
し
て

い
ま
す

。

平成13 年度の在宅介護支援センターへのご相談は 、各センター合わせて

12,039 件ありましたが、その中から具体的な相談例をご紹介します。
〈相談事例　ひとり暮らしのＡさんの場合〉

県外に住む姪から 、伯母Ａさんのことで在宅介護支援セン

ターに電話相談が入る

「伯母が夫の急死により 、一人暮らしになって、精神的に落ち

込んでいる。何か支援をしてもらえないか」　　　__

※
二
ペ
ー
ジ
に
介
護
予
防
教
室
の

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
地

域

支

援

事

業

】

地
域

の
さ
ま

ざ
ま
な
団

体

（
老

人

ク
ラ

ブ
、
町
会

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

グ
ル

ー
プ
等
）

か
ら
、
高
齢
者

の
生
活
を
支
え

る
福
祉
制
度

（
介

護
保
険
、
市

の
サ
ー
ビ
ス
）
や
介

護
に

つ
い
て
、

説
明
会

の
希
望
が

あ
れ

ば
出
張
し
ま
す

。

電
話
で
近
く

の
在
宅
介

護
支
援

セ

ン

タ
ー

（
下

記
案

内
図

参
照

）

へ
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

さっそく、在宅介護支援センタ一の職員がＡさんのお宅を訪問

・「83 歳で急に、一人暮らしとなってしまった。心臓疾患を持っ

ており、定期的に医療受診はしているが、急に具合が悪くなっ

た畤が心配」→民生委員と連携して緊急通報装置申請

・「日常生活は自立しており、介護保険認定を受け利用するほど

ではないが、最近物忘れも多くなり、火の消し忘れがある」→

火災警報器を申請

●「近隣との交流もなく、閉じこもりの生活となっている」→ふれあい会食

会への申し込み

④小金原地区在宅介護支援センター

(栗ケ沢デイホーム併設)£f383-3111

③新松戸地区在宅介護支援センター

(新松戸中央総合病院併設)R346 ―2500

②中央在宅介護支援センター

(市立東松戸病院併設)登391-0211

①基幹型在宅介護支援センター

(市役所介護支援課内) 0366-7343
●
北
小

金
駅
・
馬

橋
駅
の
各

駅

か
ら
小

金
原
団

地
行
き

バ

ス
「
笹
塚
」
下
車
徒
歩
五
分

●
新
松
戸
駅
・
幸
谷
駅
か
ら

徒
歩
五
分

●
松

戸
駅
東
口

・
新
八

柱
駅

か
ら
東
松
戸

病
院
行

き
バ
ス

終
点
下
車

●
東
松
戸
駅

か
ら
本

八
幡

行

き
バ
ス
「
東
松
戸
病
院
入
口
」

下
車

●
松
戸
駅
東
口

か
ら
徒

歩
七

分

⑧常盤平地区在宅介護支援センター

(常盤平記念病院併設)登394-5225

⑦小金地区在宅介護支援センター

(大倉記念病院併設)容341-6711

⑥五香六実地区在宅介護支援センター

(松寿園併設) S386 ―1316

⑤東部地区在宅介護支援センター

(南花園併設) ≪391  -5600
●
常
盤
平
駅
南
口

か
ら
徒
歩

十

五
分

●
北
小

金
駅
南
口

か
ら
幸
田

循
環

バ
ス
「
職

員
住

宅
前
」

下
車
徒
歩
五
分

●
五
香

駅
東
口

か
ら
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
経
由
バ
ス
「
元

木
戸
」
下
車
徒
歩

七
分

●
八
柱
駅
・
新
八
柱
駅
か
ら

徒
歩
二
十
分

●
松
戸
駅
東
口
か
ら
紙
敷
車

庫
行

き
バ
ス
「
初
崎
」
下
車

徒
歩
五
分

⑩明第2地区在宅介護支援センター

(東葛クリニック病院併設) S331  -2027

⑥ 明 第1 地区 在 宅 介護 支 援 セ ンタ ー

(アイリスケアセンター稔台併設) 0308 ―7811

⑩矢切在宅介護支援センター

(松戸市社会福祉協議会併設)S368 ―7885

⑧馬橋地区在宅介護支援センター

(偕楽園併設) S340-1355
●
松
戸
駅

西
口

か
ら
戸

ケ
崎

操

車
場
ま
た

は
三
郷
団
地

行

き
バ
ス
「
地
蔵
前
」
下

車
徒

歩
三
分

●
み
の

り
台

駅

か
ら

徒
歩
五

分●
松

戸
駅
西
口

か
ら
矢
切
経

由
市
川
行
き
バ
ス
「
浅
間
台
」

下
車

●
馬
橋
駅
西
口

か
ら
徒
歩
三

分

本人の話を伺い、支援センターでＡさんへの具体的サービスを

お手伝い

を



栗ケ沢中が

中学生の大会としては、県内最大規模の駅伝として知

られる「青木半治杯第弘 回中学校対抗銚子半島一周駅伝

大会」で、栗ヶ沢中学校が堂々3位でゴールしました。

ﾜ8 チームが参加して行われたこの大会では、8区の松

岡育生さんが区間賞に輝くなど、チーム一丸となって頑

張りました。

また 、古ケ崎中学校もこの大会で4位と健闘しました。

号砲 のも と一 斉に スタ ート

3月５日休)午後2時～3 時30 分　会場大倉記念病院　講師倉永建築設計事

務所所長・倉永憲孝氏、福祉住環境コーディネーター・渡辺久子氏　対象

65歳以上の市民および高齢者と同居の家族　費用無料

匣3 月旧 圉までに、電話またはファクスで小金地区在宅

介護支援センター・三浦昔■341-6ﾜ11M309-3010 へ

［
］
健

康

体

操

体

験

教

室

３

月

３
日

・
1
0
日

・
1
7
囗

の
月

曜

日

〔
全

三

回
〕

午
前

９

時
3
0
分

～

１１
‥一
時

命
璢

不

金

原

体

育

館

内

容
ス

ト

レ

ッ
チ

、
リ

ズ

ム
体

操

、

レ

ク

ダ

ン

ス
　

対

象

中

高
年

女
性

定

員

当

日

先

着

三

十

人
　

持

ち

物

上

履

き
　

茜
甬
ｍ
一
回

五

百

円

圃

当

日

会

場

で

固

健

康

体

操

ひ

ま

わ
り

・
杉

山

公

3
8
4
・
0
7
7
7

［
］
社

交

ダ

ン

ス

無

料

講

習

会

２

月
9
1一
日

～

４

月
2
5
日

の
毎

週

金

曜

日

〔
全

十

回

〕

午

後

６

時

～

７

時
1
0
分

会

場

八
ヶ

崎
市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象

初

心

者

・
初

級
者

の
人
　

費

用

無

料

（
テ

キ

ス

ト
代

千

五

百

円

）

圃

当

日

会

場

で

圈

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

赤

い
靴

・
中

野

昔
0
9
0・（
り
４

８

７

・
６
１

７

り乙

松

戸
市

青
少
年

相
談
員
連
絡
協

議
会
馬

橋
支

部
主
催
の
駅
伝
大
会

が
、

１
月
2
5日

、
ハ

ケ
崎
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ

の
大
会

は
、
一
昨
年
は
大
雪
、

ま

た
昨
年

は
雨

で

中
皀

と
な
り

、

三
年
振
り
に
開

催
さ
れ
た
も
の
。

小
、
中

学
生
合

わ
せ
て
五
十
二

チ

ー
ム
、
二
百
六

十
人

が
参
加
し
、

小
学
生
五

べ

中
学
生
九
回
を
全

チ

ー
ム
が
見
事

完
走
し

ま
し
た
。

大
会
後

、
振
る
舞
わ
れ
た
豚
汁

に
、
参
加

者
は
「
運
動
し
た
後
の

豚
汁

は
、
格
別

に
お

い
し

い
」
と
、

大
満
足
で
し

た
。

五 重 の塔 への 直上 放水

馬橋発

小
、
中
学
生
の
駅
伝
大
会

参
加
し
て
行
わ
れ
た
訓
練

で
は
、
文
化
財
を
安
全
な

場
所
に
運
び
出
す
一
方
、

五
重
の
塔
へ
の
直
上
放
水

や
延
焼
防
止
の
水
幕
が
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ

る
初
期
消
火
訓
練
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

消
防
関
係
者
、
地
域
住
民

や
文

化
財
保
護
協
力
員

の
皆

さ
ん
等

が

馬橋支所版

※身近な情報をお寄せください。

「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
ち
な

ん

で
、

１
月
2
4日

、
本

土
寺

で
、

防
火
訓
練

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
県

北
丙

部
地
域
に
直

下

型

地
震

が
起
き
、
近
隣
民
家
に

火
災

が
発
生
し
、
寺
に
燃
え

移

る

危
険

性
が
出
て

き
た
と
い
う
相
池
疋

で
行
わ

れ
た
も
の
。

本
土
寺

に
は
、
国

の
重
要
文
化

財
に
指
定

さ
れ
た
、
県
内
で
二
番

目
に
古

い
梵
鐘
や
、
日
蓮
上
人
直

筆
の
「
諸
人
御

返
事
」
「
大
学
三
郎

御
書
」
等

が
あ
り

ま
す
。

小金発

１
月
2
6日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

本
土
寺
で
防
火
訓
練

初期消火訓練

【
】
油

絵

サ

ー

ク

ル
「
貝

の

花

」

月
三

回
木
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
貝
の
花
小
学

校

内

容

油
絵
の
基
礎
を
主
に

デ
ッ
サ

ン

ー

コ

ラ

ー

ジ
ュ

ー
風

景

・
静

物
等

費
用
月
四
千
五
百
円

（
教
材

費
等

を
含
む
、
入
会
金
二
千
円
）

※
初
心
者
歓
迎

國
大
森

登
3
4
5
・
8
7
7
7

［

］
金

彩

会

（
絵

画

）

毎

週
金
曜
日
午
後
１
時
3
0分
～

４

時
　

会
場
タ
ウ
ン
ス

ク
ー
ル
根

木
内

（
根
本

内
小
学
校
内
）
　

内

容
油

絵
・
水

彩

巷
笛
ｗ
月
三
千
円

（
入
会

金
な
し

）

※
初
心

者
歓
迎

圈
山
口

＆
3
4
5
・
6
4
8
1

「

」
大

正

琴

（
琴

伝

流

）

毎

週
木

・
金

・
土
曜
日
午

後
１

時
か
ら

（
応
相
談
）
　

会
場
馬

橋

東

市
民
セ
ン
タ
ー

・
八
ヶ
崎
市
民

セ
ン
タ
ー

・
小

金
原
市
民
セ

ン
タ

ー
　

費
用
一
回
千
五
百
円

（
人
会

全

一
千
円

）

※
初
心
者
ク
ラ
ス
あ
り

隨
大
塚

登
3
4
5
・
4
8
9
5

［

］
ハ

ケ

崎

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週
土
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

会

場
八
ヶ

崎
市

民
セ
ン

タ
ー
　
内

容
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
　

対
象

初
級

レ
ベ
ル
の
女

性
　

費
用
月
二
千
五

百
円

（
入
会

金
な
し
）

圜
渡
辺
ｓ
3
8
6・
2
2
5
2

【
】
華

墨
会

馬

橋

教
室
（
水

墨

画

）

毎
月
第

∇

三
土
曜
日
午
前
1
0

時
～
正

午

会
場
馬
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市
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セ
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蕈

田
月
二
千
五
百
円
（
入

会

金
千
円

）

※
初
心
者
歓
迎

圖
布
目

登
ｍ

・
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4
3
0

【
】
ゆ

り

の

会

毎
週
木
曜
日
午
後
７

時
～

９
時

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ

ン
タ
ー
　

内

容
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ス
　

対
象
初
級
者
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月
三
千
円

（
入
会
金
千
円

）

回
福
原

音
0
9
0
・
１
５
４

２
・
５

９

戦時中 の食事体験講座

2月22日①午前10時30分～午後2時 会

場市民会館　内容芋がらご飯等の戦中、

戦後の食糧難の時代を再現。参加者が共

同で調理・試食し、講師から当時の話を

聞く　講師剛新松戸郷土資料館館長・大

井弘好氏 定員先着50人　費用無料

圃電話で総務企画本部総務課c366 ―

7305 へ

市立保育所臨時職員登録者 （保育士

・看護師 ・調理員）を募集

臨時職員として登録し、市内公立保育

所で必要が生じた場合に連絡します。

対象保育士・看護師は資格がある人、

調理員は無資格でも可　勤務時間月～金

曜日午前9時～午後4時と土曜日午前9時

～午後O時30 分（調理員は月～金曜日午

前9時～午後3時）

※看護師については、市内医療機関に勤

務している人はご遠慮ください。

圜保育課:S366-7351

女性のための健康教室（公開講座）

3月14日㈹午後6時～8時30 分　会場市

民劇場　 演題①心疾患と女性ホルモン

② 女性と高脂血症　講師① 熊本大学循

環器内科・河野宏明氏② 高知医科大学

産婦人科助教授・若槻明彦氏　対象市内

在住の人、医療関係者（医師・看護職・

薬剤師他） 費用無料

圃2 月28日廊までに、ファクスで氏名・

年齢・職業を記入して、松戸保健所地域

指導課M367-7554  (≪361  -2121) へ

情報センタービデ オ編集特別講座

2月23日（日愈 正午～午後2時②午後2時

30分～4時30 分　会場森のホール21情報

センター　内容パソコンによるビデオ編

集を体験「Premiere6.0 初級セミナー」

定員各回先着4人　費用無料

圃午前10 時から、電話で森のホール21

情報センター0384-5050 へ

高 齢 者 の 住 ま い の 相 談 会

3月４日㈹ 午 前10 時 ～ 午 後3 時　 会 場 市

民 劇場　 内 容 高 齢者 が 抱 え てい る住 まい

に 関 する 法律 上 の問 題 や 、増 改 築等 に 関

する悩 みにつ い て弁 護士 と建 築士 によ る

相 談　 定 員先 着8 組 費 用 無料

※相 談者 は高齢 者の 代理 人で も結構 で す。

圃2 月17 日（月）から 、電 話 で 千 葉県 住 ま い

情 報 セ ン タ ー （県 庁 内) 25043 ―223 ―

3265 へ

パソコンで オリジナルネームシール

を作ろう

2月23日（日）午後1時～4時 会場文化ホ

ール内IT講座室　内容子どもの文房具な

どに張るイラストを入れたオリジナルネ

ームシールを作る　講師生涯学習ボラン

ティア・森田琢夫氏　対象小学4～6年生

定員先着5人　費用100円（材料費）

圉電話で生涯学習情報プラザc367 ―

7871 へ（月曜休館）

体験講習会｢ ―食、500 。゙カロリー｣

つて、どんな食事 ？

2月26日㈲午前10時～午後1時30分 会

場中央保健福祉センター　内容―食500

气カロリー相当の調理実習、食事のバラ

ンスチェック等の講話　定員先着30 人

持ち物エプロン・三角きん・ふきん・お

手ふき・筆記用具　費用無料

匣2 月17日(月)午前9時から、電話で中央保

健福祉センターS366-7490 へ

松戸商工 会議所パソ コン教室（2 月～3 月教室）

コース名 日　時 費用 Ｏ 　内は会員

イ

ン

ター

ネ

ッ

ト

活

用

講

習

電 子 メ ー ル 送 受 信 圧 メ ー ル の 基 本 か ら

フ ァ イ ル添 付 の 方 法 ま で）

3/1W 午 前10 時 ～ 午

後5 時
12,000 円 （9,000 円 ）

テ キ ス ト 代 別1,000 円ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 基 礎( フ ロ ン ト ペ ー ジ

を 使 用 し､ 基 本 から 写 真 一地 図 の 掲 載 等)

2/20' 團 、3/24 剛 〔い

ず れ か1 日 〕 午 前10 時

～ 午 後5 時

電 子 決 済 ・ 署 名( 受 発 注 デ ータ 受 け 渡し

か ら 電 子 決 済方 法 等)

2/25 ㈹ 午 後 卜 持30 分

～3 時30 分

4,000 円(3,000 円）

テ キ ス ト 代 別1,000 円

パ

ソ
コ

ン

体

験

教

室

超 初 心 者 コ ー ス( パ ソ コ ン をは じ め て 触

れ る 人 に 電 源 の 入 れ 方 か ら)

3/4 ㈹ ・6 沐口 い ず れ

か1 日 ］ 午 後1 時30 分

～3 時30 分

3,000 円 （2,000 円 ）

テ キ ス ト 代 を 含 む

初 心 者 コ ー ス （ウ ィ ン ド ウ ズ2000 の 基

本 操 作 から 簡 単な イ ン タ ーネ ッ ト 体 験 ）

3/11 ㈲ ・14 ㈲ 〔い ず

れ か1 日 〕 午 後1 時30

分 ～4 時30 分

5,000 円 （4,000 円 ）

テ キ ス ト 代 を 含 む

表 計 算 コ ー ス( エ ク セ ル2000 の 基 本 操 忤

・表 計 算機 能 ・グ ラ フ 機 能 ・描 画 機 能等)

3/1  m 午 前10 時 ～ 午

後5 時

14,000 円 （n,000 円 ）

テ 十 ス ト 代 を 含 む

会場松戸商工会議所パソコン教室　定員各先着10人

圃費用を持って直接、松戸商工会議所（松戸2060 、25364 ―3111) へ

銚子半島一周駅伝で大健闘 小金・小金原・

小金原発

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す

介護予防教室｢高齢者の在宅介護住宅とステッキのあれこれ｣

会

員

募

集

※
却
合
に
よ
り
会
場
辧
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

催
　
し
　
物
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］
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カ
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∇
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二
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１
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～

３

時

会

場

常

盤
平

体

育
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内

容

フ

ラ

ダ
ン
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費

用

月

四

千

円

（
入

会

金

千

円

）

※
初

心

者

歓
迎

圈

上

滝

登
3
4
9・
2
6
8
0

［

］
松

戸

太

極

拳

同

好

会

毎

週

土
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前
1
0
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～
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場
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盤
平

体

育

館
　

費

用

几

二

千

円

（
入

会

金
二

千

円

）

圖

高

科

昔
3
6
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6
0
8
0

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
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変
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な
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が
あ
り
ま
す
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］
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５

時

会

場

八

柱

市

民

セ

ン

タ

ー

巷
笛
肖

三

千

円

（
入

会

金

な

し

）

※

初
心

者

歓
迎

圖

石

井

登
3
3
8・
9
1
9
4

［

］
松
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は
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１１
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で
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場
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学
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体
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対

象
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学
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年
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生
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用
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円
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８
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で
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を
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が

、
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を
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催
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。
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午
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時
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松
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タ
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松

飛
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原

三
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言

費

用

五

百

円

圃

２

月
2
0
日

水
ま

で

に

、
フ
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ク

ス

で

池

原

副
3
1
1・
2
4
1
1

（

昔

ｍ

・
2
4
0
0

）
　へ

夢に向かって頑張ります

東部支所版

川井市長も出席し、新入生を激

励しました

※身近な情報をお寄せください。

常盤平発

第2期 らーめん寺子屋入校

式
1月６日 、五 香 の 「 ら一 め ん 寺 子 屋」 で 第2 期

生ﾜ 人 の入 校 式 が 行 われ まし た。

こ れ は 、「五 香さ く ら通 り 商店 会 」が 、ラ ーメ

ン 店 の 開 業 を目 指 す人 の夢 を 肝 えよ う と 、昨年

10 月 に 開 校し 、地 元 商店 会 の ラ ー メン 店 店 主 、

松 井一 之さ んを 講 師 に 、め ん や ス ープ 作 り の実

技 指導 や店 舗経 営 に 必 要な 収 支 計算 、ノ ウ ハウ

な ど 、3 ヵ 月 で 開 業 に 必 要な 技 術 や 知識 を 習 得

し よう と いう も の で す 。今 回 入校 し た 皆さ ん の 、

今 後の 修 行 の成 果 が 楽し みで す 。

東部発　市立松戸高校男子バレー部が

｢ 第34 回全国高校バレーボール選抜優

勝大会｣ の1次予選を兼ねた県新人大会で、

1月12 日、市立松戸高校男子バレー部が優

勝を果たしました。

決勝戦は､ 木更津市民体育館で市立習志

野高校と行われ、市立松戸高校は堅いレシ

ーブで追加点を許さず、1年生エース2 人

の活躍もあり、熱戦を制しました。

男子バレー部の皆さん

顧問の飯塚初義先生は「この優勝に満足することなく 『勝ち続けるチーム』を

目指し、チーム一丸となって頑張りたい」と話してくれました。

クリーンセンター内スポーツ施設( 温

水プ ール) 休業 のお知らせ

定期整備のため次の期間は休業します。

休業期間2月17日旧)～3月10日商

匱クリーンセンター内スポーツ施設公

385-7100

家庭介護基礎講習会

３月18日㈲～20 日困 〔全3回〕午前10

時～午後3時　会場市民会館　内容高齢

者の理解、調理実習、介護援助の基礎

対象市内在住の60歳以上の人　定員30人

（抽選） 費用無料

圃2 月28日㈲〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・生年月日・電話番号を

記入して、〒270-2251 松戸市金ケ作277

の4　㈹松戸市シルバー人材センター（昔

384-3191) へ

松戸市国民健康保険運営協議会

2月21日㈲午後1時30 分から　会場市役

所新館5階市民サロン　傍聴定員先着10

人

奈議題等はお問い合わせください。

圃当日午後O時40 分～1時の間に、直接

ｲ呆険課（市役所本館1階）へ

固保険課管理係登366-7353

市民交通傷害保険随時加入受付中

加入できる人市内に居住し、住民登録

または外国人登録をされている人、市内

の事業所に勤務されている人　保険料一

人一口に限り加入月から月額30円（残月

×30 円）　保険期間加入日から9月30 日

まで　対象となる事故道路および道路に

準ずる場所において車両（自動車・オー

トバイ・自転車等）に関連した国内で発

生した事故（航空機・船舶事故を除く）

加入方法・受付場所保険料を持って安全

課・市民課または各支所へ

國安全課登366-7341

中高年齢者雇用促進合同面接会

45歳以上64歳未満で仕事を探している

大を対象に、中高年齢者の雇用を促進す

るとともに、高年齢者雇用問題について

理解と関心を高めてもらうため、各事業

所との合同面接会を実施します。

各事業者の皆さんも、参加くださるよ

うお願いします。

2月21日窗午後1時30 分～4時　会場プ

ラザペイアン柏2階（柏市柏5-9-1)

圖 ハロ ーワーク松戸求人部門公367-

8609

春を探そう ！ネイチャーゲ ーム

3月15日①午後1時30 分～3時　会場21

世紀の森と広場　内容ゲームを通して自

然を体験する　対象小学2年生～18 歳未

満の人　定員先着20人　費用無料

圃午前9時から、電話で常盤平児童福祉

館容387-3320 へ（月曜休館）

住宅リフォーム相談と市民講座

2月22日出午前10時～午後4時＝住宅リ

フォーム相談、午後2時～3時＝市民講座

(松戸住宅リフォーム相談員によるリフ

ォームのポイントとバリアフリー住宅)

会場松飛台市民センター　費用無料

圃当日会場で

固 松戸住宅リフォーム相談員協議会公

361 -9545

青少年会館トレーニン グ機器操作講

習会

2月18日㈹午後１時30分～3時30分 会

場青少年会館樋野口分館　対象16歳以上

の人　持ち物運動着・上履き　費用無料

圃当日会場で

固青少年会館公'344-8556

上級救命講習会( 応急手当の基本 か

ら応用まで)

2月23 日(日〉午前9時～午後5時 会場消

防局5階講堂　内容心肺蘇生法、止血法、

搬送法　定員先着30人　費用無料

※修了者には上級救命講習修了証を交付。

圃2 月17日(月)午前8時30分～午後5時の間

に、電話で消防局救急防災課指導担当登

363-1116 へ

松戸市消費生活センターからのお知らせこのところ 、年齢に関係なく 、使った覚えのない「ツーショットダイヤル」

や「アダルト番組」の利用料や情報料の請求ハガキが多数の人に届いています。

利用した覚えがなければ、支払わないこと。たとえ、脅かすような文言や、

電話があっても慌てず、き然とした態度で冷静に対応してください。

また囗固人情報（電話番号や家族構成、勤務先等）は、業者には絶対教えな

いこと。もし 、怖い思いをしたら松戸警察署( ≪369-0110) または松戸東警

察署（f1349 －0110 ）の生活安全課へ通報してください。

醤松戸市消費生活センターR365 ―6565

県新人大会で5年振り3度目の優勝

常盤平・六実・

六実発

催
　
し
　
物
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※身近な情報をお寄せください。
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ム
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四
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（

年
忿
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ま だ 使え る 木 製 粗 大ご み を再 生 ・展 示 ・販 売

し て いる ミ ニ リ サイ ク ルプ ラ ザ （松 戸 市 再 生品

展 示 場） では 、再 生 木 製品 を展 示し 、希 望 者 に

販売 （多 数 抽 選 ）し て い ま す 。

受 付 期間2 月18 日叫 ～4 月14 日（月）午 前11 ㈲

抽 選 会4 月14 日（月）午 前11 時 か ら　 引 取 期 間∠1月

14 日 ㈲ 抽 選 会 後 ～24 日困 の 間 の指 定 する 時 間

内　 所 在松 戸 市 和 名 ケ 谷1349 の2　 和 名 ケ 谷 ク

リ ーン セン タ ー内 ミ ニ リ サ イク ルプ ラ ザ （松 戸

市 再 生 品 展 示 場 ）　 開 場 日 時 月～ 金 曜 日（祝 日

を 除 ＜）午 前10 時 ～ 午 後4 時

※申 し 込 みは1 世 帯1 点 に 限 り ま す。

※当 選者 には封 書 で通 知し ま す。

※詳 細は 、市 の ホ ーム ペ ー ジ でも 見 ら れ ま す。

http:// ｗｗｗ.intership.冂ｅ.jp厂mcity/matsudo/

gomi/saisei/

圜 環 境 計 画 課ご み を 減 ら す 係S366-7332 、

ミ ニ リ サイ ク ルプ ラ ザ0392  -  3051
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